
１ 経営理念 

学校教育目標 

夢をはぐくみ 自ら考え学び 共に伸びる 八重東っ子の育成 
○進んで自分から学び，みんなで伸びる子供←自ら学ぶ楽しさを味わいお互いに励まし切磋琢磨して高まろうとする子供の育成～ 

〇自分大好き，友だち・学校大好き，ふるさと 大好きな子供←思いやりや社会性など豊かな心を持った子供の育成～ 

○自分を見つめ，目標めざして頑張りきる子供（体力・耐力・気力）←基本的な生活習慣を身につけ，心身ともに元気な子供の育成～ 

 
学校経営理念 
＜ミッション＞ 

   

 ◆児童の生命を守る（学校管理・指導の徹底）      ◆地域とともに創る学校･信頼される学校づくり 
 ◆校長を中心とした組織的な学校経営・運営の推進  ◆法規・法令・規則等に基づいた学校経営の推進 
 ◆学校のミッションを自覚した学校経営と教職員の力量向上 

２ 経営目標・教育目標・評価・達成状況 

目標・目標のための方策・目標値 等 自己評価 学校運営協議会表評価 

改善方策 
 中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策 評価項目・指標 

目標値 3月 3月 
達成度 

評 

価 
結果と課題の分析 

評

価 
コメント 

〔年間〕 (目標) (達成値) 

健
や
か
な
体
の
育
成 

  
 生活の基盤と
なる健康な体
の育成を図ると
ともに基本的生
活習慣の定着
を図る。 

①新型コロナウイル
ス感染症防止を意
識し，進んで心身を
鍛えようとする心情
と態度の育成，基礎
的な体力の向上を
図る。 

○体育の授業の充実（立ち幅跳びやボール投げに

つながる運動を取り入れる等）を図るとともに，児

童には個人で目標設定をさせ，体力テストに取り

組ませる。 

○業間の体力つくりの場を設定するとともに，児童 

が自ら意欲的に活動に取り組めるように児童会等 

と連携する。 

 

〇新体力テストで，立ち幅跳び，
ボール投げの数値が個人の
目標を達成した児童の割合 

                  等 

95％ 95％ 90% 95% 

A 

・新体力テストで個人の目標設定を上回った児童の割合は，90％（立ち幅跳び 89
％，ボール投げ 91％）であった。児童が目標をもって取り組めるように，県平均，
全国平均を提示して個人目標を設定させ，記録用紙を活用して体育の時間等を中
心に継続的に取り組んだ。達成率が低い学年があったので，組織的な取組の充実
とともに，目標設定値の妥当性についても検討していく必要がある。 
・「体力つくり大作戦」では，時間いっぱい一生懸命取り組めた児童が 97％だった。
指導者も，ほぼ全員の児童が自分の目標をめざして意欲的に取り組めた，と評価
した。マラソンや長縄チャレンジなども取り入れたことで，年間を通して，意欲的に
体力作りに取組める児童が増えた。  
・基本的生活習慣定着の取組は，１月時点の達成率が 85％で，年間目標値を達成
することができた。目安の時刻を参考に，三点固定の目標時刻を児童に決めさせ
ることで，児童の生活実態に即した取組になり，意欲を高めることができた。また，
取組回数を増やしたことで，基本的生活習慣に対する児童・保護者の意識を高め
ることができた。 

A 

・評価は妥当である。 
・全国的に体力の低
下等が問題とされて
いるが,10 月の運動会
等で見る子供や縄跳
び大会の様子からもと
ても良い取組が行わ
れている成果が出て
いる。 
・生活習慣の定着につ
いて,具体的に分かり
やすい取組が地道に
されていて良い。 

・体力づくりを主体的・
意欲的に取り組めるよ
うに，児童の目標設定
を行いながら体力向上
を図る。 
・体力づくりを楽しみな
がら行える「体力づくり
大作戦」の活動の内容
を充実させる取組を継
続し ,児童の達成感や
意欲を高める。 
・基本的生活習慣につ
いて「生活がんばりカ
ード」の取組を学期に
複数回取り組み，児童
・保護者の意識を高め
る。 

〇体力つくりカード等の個人の
目標を達成した児童の割合（
業間の体力つくりに自主的に
取り組む児童の割合） 等 

90％ 90％ 99% 110% 

②よりよい生活リズ 
ムの確立のために， 
基本的生活習慣の
定着を図る。 

〇手洗い，歯みがき，家庭学習の習慣化の指導を

継続的に行い，基本的生活習慣の確立を図る。 

〇生活がんばりカードの結果から，重点課題を取り

あげて一斉に事後指導を行い，基本的生活習慣に

対する意識を高める。 

〇生活がんばりカードの取組期
間のうち，三点固定（起きる時
刻・寝る時刻・勉強を始める時
刻・学習時間）と歯みがき等
ができている日数の割合 等 

85％ 85％ 100% 100% A A 

豊
か
な
心
の
育
成 

 

    

 
 自他を大切に
し，自らの夢や
目標を持ち続
け，友達と共に
高まろうとする
心情と態度を育
成する。 

③優しさや思いやり
の気持ちをもち，自
分も友達も大切にで
きる子どもを育成す
る。 

○自分の友達の優しい行動やがんばっていることを
交流する活動を通して，「自分のがんばりや良い
ところに気付く機会」，「お互いの良いところを認め
合う機会」を充実させ，自己肯定感や他者との関
わりへの肯定感を高める。 

○学校行事や児童会活動，学級活動等，児童同士
が関わり合う場を積極的に設けることで，児童の
コミュニケーション能力を高める。 

○アンケート調査において，自
己肯定感や他者との関わり，
思いやりに関する肯定的回答
の割合 等 

90％ 90％ 91％ 101％ 

A 

・「今の気持ちアンケート」の自己肯定感に関する項目で，95％の児童が肯定的回
答であった。指導者アンケートでは，87％の児童に肯定的評価がつけられ，年間
目標値を１％上回った。自己肯定感・有用感を高める「ほめほめカード」や「学校行
事振り返りカード」の取組の成果と考える。 
・「今の気持ちアンケート」のコミュニケーション能力に関する項目で，96％の児童
が肯定的回答であった。指導者アンケートや保護者アンケートでは，肯定的回答
がそれぞれ 96％，78％であり，年間目標値を５％上回った。年間を通じで取り組ん
だソーシャルスキルトレーニング(SSＴ)の成果が出たと考えている。 
・「今の気持ちアンケート」の，レジリエンス力(逆境力・回復力)に関する項目で，96
％の児童が肯定的回答であった。指導者アンケートでは，80％の児童に肯定的評
価がつけられ目標を上回った。組織的な生徒指導の効果であると考えられる。 
・「今の気持ちアンケート」の，生きる力を高める自己指導能力に関する項目で，94
％の児童が肯定的回答であった。指導者アンケートでは，81％の児童に肯定的評
価がつけられ，年間目標値を２％下回った。生徒指導の三機能(「自己存在感」「共
感的な人間関係」「自己決定」)を生かした学校行事等の更なる充実が求められる。 

A 

・評価は妥当である。 
・「ほめほめカード」や
「学校行事振り返りカ
ード」で児童同士,教
師からと肯定的評価
を機会を逃さず行っ
ている成果である。
ぜひ続けてほしい。 
・現在の取組の中に,
縦割り班活動がある
と思うが,全校児童数
も減ってきている中,
異学年交流活動する
中でも人間関係を築
いていってほしい。 

・来年度も「ほめほめカ
ード」や「学校行事カー
ド」，「SST」は，計画的
に続けて行う。その際，
実施後に振り返りの場
面を必ず設け，学んだこ
とへの価値づけを行うよ
うにする。 
・レジリエンス力の更な
る向上を図るため，SST
で取り扱う内容を工夫す
る。（お互いの思いのズ
レに関する内容など） 
・生徒指導の三機能を
全職員が意識して授業・
学校行事等をさらに行
えるようにする。 

○保護者アンケートの肯定的回
答の割合 等 85％ 85％ 90％ 105％ 

④生徒指導の三機能
を生かした教育活動・
積極的な生徒指導を
行い，自己指導能力・
レジリエンス力を高
める。 

○各学級で生徒指導の三機能を取り入れた授業づ
くり・集団づくりやソーシャルスキルトレーニングを
計画的に行う。 

○学校行事や学級活動において一人一人が自分の
目標に向かってやり切ったことを他者評価・自己
評価することを通して，自己指導能力を高める。 

○自己評価や教師の見取りに
より，様々な状況に対してうま
く対応できる児童の割合 等 

85％ 85％ 87％ 102％ 

B 

 
A ○振り返りやアンケートにおけ

る肯定的な回答の割合 等 
 90％ 90％ 88％ 98％ 

確
か
な
学
力
の
育
成 

  

  
 課題を進んで
発見し，友達と
関わり合いなが
ら自らの力で解
決しようとする
学びを通して，
基礎･基本の学
力を身につけた
子供を育成す
る。 
 

⑤意欲をもって学ば
せるために，「主体
的・対話的で深い学
び」のある授業づくり
をするとともに，個
に応じた学びを充実
させ基礎学力の定
着を図る。 

〇「授業づくりの３本柱」，（①導入の工夫②小集団
学習と練り合いの充実③まとめと振りかえりの充
実）を生かした授業改善を行うことで，学習内容の
定着を図る。 

〇パワーアップタイムを使った学力補充を計画的に
行い，基礎・基本の定着を図る。 

〇各教科において，児童が自ら図書資料を活用した
り図書館を利用したりする授業づくりを行い，資料
活用の能力を培う。 

〇国・算・（社・理）の単元末テス
トの平均が80点を上回る学級
の割合 等 

100％ 100％ 95％ 95％ 

B 

・単元末テストで平均80点を達成できたのは，95％であった。算数科は単元によっ
て達成率の偏りがある。思考力の育成をさらに図っていかねばならない。 
・１月に実施したCRTでは，大領域で全国比100を上回ったのは71％であった。算
数科の図形の分野に課題がある結果となった。問題文の理解が難しかった児童も
多く，図形領域の指導を工夫していく必要がある。 
・「授業で自ら進んで資料を活用することができた。」と肯定的に回答した児童は87
％であった。図書資料だけでなくタブレットの活用も行い，必要な情報を集めて課
題解決を進めることで，学びを広げ深めることができた。 
・指導者の見取りとして予習・復習につながる質の高い自主学習をする児童の割
合は80％であった。八重東授業モデルB型を取り入れた授業改善を進めたことで，
家庭学習の内容にも高まりがみられた。優秀な自主学習ノートの掲示や「はてなレ
ポート」の取組の効果で，児童の自主学習への意欲が高まりつつある。 
・年間読書量の学年目標を達成する見込みの児童の割合は２月末で52％であった
。発達段階に応じて目標冊数を変えているものの，内容の濃いページ数の多いも
のを積極的に読む児童もおり，冊数として伸び悩んだ実態もあった。新たに八重東
読書150選として本を紹介し，本に親しむ児童の育成を更にめざしていく。 

A 

・評価は妥当である。 
・研究等,授業改善を
する中で着実に力を
つけている。今後も児
童の実態から研究を
進めてほしい。 
・タブレット利用を持ち
帰りも含めて今後も活
用してほしい。 
・家庭学習・読書に関
しては,家庭での過ご
し方等も影響してい
る。学校の取組は継
続し，目標の妥当性を
検討すべきである。読
書の質について評価
できる指標があるとよ
い。 

・児童の実態を把握・分析し
たことが，学力定着へつな
ぐことができるように，更に
研修の充実を図って授業改
善を推進する。 
・図書資料とインターネット
の活用による学習を整理
し，時代に合わせた効果的
な活用を工夫して行う。 
・今後も，授業内容と関連
付けた予習・復習や家庭学
習に進んで取り組むことが
できるようにする。質の高
い自主学習の在り方を指導
者が意識統一して取り組
み，学力定着へとつなげて
いく。読書に親しむ時間や
場を今後も保証し，本に親
しむ児童の育成を更にめざ
していく。 

○１月実施のＣＲＴにおいて全
学年大領域で全国比100を上
回る学級の割合 等 

100％ 100％ 71％ 71％ 

〇図書資料の活用に関するアン
ケート等の肯定的回答の割合  

                   等 
80％ 80％ 87％ 109％ 

⑥授業と生活・家庭
学習をつなげ，進ん
で，学びを広げ・深
めようとする子供を
育成する。 

〇授業内容と関連付けた予習や復習を家庭学習に
し，学力定着を図る。 

 
〇学年に応じた学習時間を設定し，教科学習や読書
などに主体的に取り組ませる。 

〇家庭で質の高い自主学習を
する児童の割合（３年以上） 

                  等 
80％ 80％ 80％ 100％ 

B A 〇年間読書量が学年目標を達
成している児童の割合 等 

80％ 80％ 52％ 65％ 

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り 

       

  
 地域・保護者
の願いを大切
にした信頼され
る学校・地域に
貢献する学校
づくりを推進す
る。 

⑦ふるさと「八重東」
を誇りに思い，地域
に貢献しようとする
子供を育成する。 

〇体験活動の事前事後の学習を充実させ，地域に
還元・提案したり，ふるさとに貢献したりする教育
活動を全学級で実施する。 

〇ふるさと「八重東」に愛着を感
じている児童の割合 等 90％ 90％ 94％ 104% 

A 

・年間を通してふるさと学習は，コロナ禍でも感染対策を講じながら，地域の方を積
極的に招聘した授業ができ，児童のふるさと「八重東」への貢献意欲を高めることが
できた。また，「ふるさと・キャリア講演会」で，その分野の第一線で活躍されている
方の話等を直に聞き，実物を見せていただいたり，体験をさせていただいたりする
ことで，ふるさと「八重東」への愛着心・生き方を深めることができた。 
・今年度は学校便りの紙面の充実とリニューアルしたHPにより，学校の取組・児童
の様子を詳しく・早く情報発信することができ，学校教育への理解を深めてもらった。 
・時間外勤務月45時間未満6月以内・年540時間を超えない職員は，100％である。学
校衛生委員会や企画委員会，職員研修等で「働きがい」に関する業務の検証を行い
自己管理の意識も高く，年間の目標も達成することができた。 
・保護者アンケート「信頼される学校づくり」の全項目の肯定的回答の割合は83%と目
標値は達成できなかったものの2学期以降の取組が肯定的評価を1学期よりも上げ
たと考えられる。 

A 

・評価は妥当である。 
・ふるさと学習が充実
していることは良い。
地域一体となった取組
を続けてほしい。 
・学校の情報発信につ
いては細やかな情報
までよく公開している。 
・勤務時間について，
数値目標のみでなく「
子どもと向き合う時間」
をしっかりとってほしい
。 

・年間を通して計画的に地
域の方を招聘してふるさと

学習を実施し,ふるさと「八重
東」への貢献意欲を高めて
いくと共に,SDGｓ等環境教

育の視点も取り入れる。 
・学校の情報発信について,
学校の取組を様々な形で積

極的に発信する。 
・「働きがい」改革に関する
業務検証を続け,子どもへ向

き合う時間を確保する。 
・HP 等により日常的な情報
発信,連携を深める。 

○ふるさと「八重東」のために貢
献しようとする意欲を持った児
童の割合 等 

90％ 90％ 93% 103% 

⑧働きがい（働き方）
改革を推進し教育内
容の充実を図り，地
域・保護者に信頼さ
れる学校経営・運営
をする。 

〇各職員が時間外勤務時間の目標をたて，見通し
を立てて業務を遂行し，勤務時間の自己管理を徹
底する。 

〇毎月の企画委員会，学校衛生委員会等で「働きが
い」に関する業務の検証を行い，必要に応じて改
善を図る。 

〇超過勤務月45時間未満，年540
時間を超えない職員の割合 

                   等 
 

80％ 80％ 100% 120% 

A A 
〇保護者アンケート「信頼される
学校づくり」全項目の肯定的
回答の割合 等 

85％ 85％ 83% 91% 

 令 和 ４ 年 度  学 校 評 価 表                    北広島町立八重東小学校 

【 自己評価 】 Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００ Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０  

 

【 学校運営協議会評価 】 Ａ：自己評価は適正である Ｂ：自己評価はほぼ適正である Ｃ：自己評価はあまり適正でない Ｄ：自己評価は適正でない Ｅ：分からない 

 


